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本書は道路の「交通渋滞」現象をできる限り多角的な視点から徹底的に解剖し，また現状の技術的・政策的取組みの実態を紹介 
し，将来展望を提示します。渋滞とは何か，「交通渋滞」について「不思議だな」，「なぜだろう」と関心興味のある方であればどな 
たでも読めるように，分かりやすく読み解いていきます。 
交通分野のみならず，数学・物理学・社会科学・都市科学・政策科学・社会心理学・人間科学・行動科学などさまざまな視点か 

ら渋滞に切り込みます。「渋滞の切り札は自動運転？カーナビ？ETC？」，「当たる『渋滞予報』で儲ける方法？」，「ローマ皇帝カエ 
サルが渋滞対策に奔走？」，「路上駐車取締りで地球温暖化対策？」，「次々と青に変わる魔法のような交通信号制御術」，「道路を『予 
約』するとは？」，「渋滞情報が新たな渋滞を起こす？」，「もしもクルマを使うことが『犯罪』だったら？」，など話題満載です！ 
本書の中には数式や図も少し出てきますが，高校で習う程度の基本的な知識があればだれでも十分に理解できるよう配慮されて 

います。交通工学・交通技術の必読入門書といえるでしょう。是非お買い求め下さい。 
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